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はじめに 

イギリスの歴史的な街”カンタベリー”に 3 週間ほど留学に
行ってきました。
まず、私が語学研修に行きたいと思った理由は、イギリス
の文化、食事、生活などを経験してみたいと感じ、また日
本を離れて、いろいろなことを考えてみたい、そしてある
場所に行きたいと強く思ったからです。私は 3 回生という
学年で研修に参加しましたが、普通に考えて 3 回生で留学
に行くことは稀だと思います。実際、3 回生は私一人のみ
で、ほとんどの学生が 1 回生、2 回生の後輩たちでした。
ですが、就職ではなく大学院進学を考えている私にとって、
この 4 回生に進級する前の春期休暇は、自分のために充て
られる最後の長期休暇だと考えていたので、私はこの長期
休暇に留学することを決意しました。結論から言うと、こ
の 3 週間は私にとって、かけがえのない、忘れることの出
来ない大切な思い出となり、将来にも活きる経験をするこ
とができました。この 3 週間で得た経験すべてを述べるこ
とは出来ませんが、今後イギリス語学研修を考える後輩た
ちの少しでも力になれるように抜粋して述べていこうと思
います。

ホームステイ

ホームステイ先は語学学校から歩いて 15 分程の
ところで、とてものどかで静かなところでした。
ホームステイ先には陽気なお母さんと寡黙です
がとてもやさしいお父さん、そして犬が住んでい
ました。また滞在中に 2 人のスペイン人留学生が
1 週間ほど滞在していました。朝と晩のごはんは
この子たちと一緒に食べました。食事のメニュー
としては、朝ごはんはパンかシリアル＆コーンフ
レークのどちらかで、晩ごはんは様々なものが出
ました。ピザやパスタはもちろん、イギリスの主
食といっても過言ではない、いも料理も頻繁に出
ました。洗濯は週に１回で、火曜か水曜日でした。
また私のホームステイ先では、晩ごはんは 7 時ま
で、お風呂（シャワー）は 9 時までという決まり
がありました。起床時間は 6 時ごろ、就寝時間は
9 時半から 10 時という日本ではあまり考えられ
ないくらい規則正しい生活をしました。
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語学学校 

主に朝は与えられた題材ごとに話し合ったり、その
題材で頻繁に用いられる単語などについて学習しま
した。ディスカッションの時間も多く、自分から率
先して英語を話す環境なので、とても充実していま
した。昼の授業は日本の中高で受ける英会話のよう
な授業で、日本人が大半を占めていたので、日本の
授業と雰囲気は大きく変わりませんでしたが、とて
も和気あいあいとしていて楽しい時間でした。また
朝の授業のグループワークの大半で一緒だった韓国
人の留学生とはいろいろなことを一緒に考えたり、
たわいもないことを話したりなど、本当に仲良くし
てもらいました。3 週間という短い時間でしたが、
とても充実した時間でした。 

マンチェスター旅行

今回のイギリス語学留学で最も楽しみにしていたイベ
ントのマンチェスター旅行。冒頭で述べたある場所とは
マンチェスターのことです。私は幼いころからマンチェ
スターユナイテッドというイングランドのフットボー
ルチームが大好きで、昨年の秋にもイギリスを訪れたの
ですが、そのときはスケジュールの都合上、マンチェス
ターに行くことを断念していたので、やっと大学生にな
って、幼いころから憧れたチームの試合、スタジアムを
実際に見に行くことが出来るという非常に興奮した気
持ちでいっぱいでした。実際にスタジアムを訪れてみる
と、言葉ではいい表せないくらいの感動した気持ちで、
試合も今シーズンの中で 5 本の指に入るくらいの素晴
らしい試合で勝利し、また試合後の選手の出待ちでも 3
人の選手と監督からサインをいただくことが出来まし
た。本当に一生忘れることの出来ない思い出になりまし
た。少し費用は値を張りましたが、イギリスで自分のし
たいことが出来たので、本当に良かったです。

最後に 

私にとってこの 3 週間という留学は本当に一瞬で、実際に英
語力が極端に伸びたとはあまり感じてはいませんし、ペラペ
ラになったわけでもありません。ひょっとすると、日本にい
たときとそんなに変わっていないかもしれないです。でも一
つだけ変わったと自信を持って言えることがあります。それ
は、英語に対する接し方です。日本にいたときは考えもしな
かったのですが、この 3 週間を終えて、もっと英語を学びた
い、もっと話せるようになりたい、外国人の友達を作りたい、
将来海外で働いてみたい…
そう強く思うようになりました。そういうことから、まずは
日本で英会話の授業を受けてみようかと考えています。また、
イギリスに行って、とてもフラットな気持ちで自分の悩んで
いることについて見つめ直すことができました。答えが一つ
に定まったわけではありませんが、自分について考える有意
義な時間でした。そして、一緒に留学に行ったメンバーたち
と仲良くなれたことが本当に嬉しく、素晴らしい出会いであ
ったと日本に帰ってから強く思いました。また語学学校で仲
良くなった留学生たちとの出会いも私にとって大切な思い出
です。
最後になりますが、この留学で私にとって忘れることのでき
ない、かけがえのない思い出を作ることが出来、すばらしい
経験をすることが出来ました。こういう機会を作っていただ
いた国際交流の方々、語学学校の日本人スタッフである鶴貝
さんには本当に感謝しています。
3 週間、ありがとうございました。


